
学校番号 １００２ 

令和３年度  芸術（工芸）科 

 

教科 芸術 科目 工芸Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 工芸Ⅰ（日本文教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・さまざまな素材に触れ、制作を体験することで「ものづくり」のよろこび、完成させる達成感を

感じ取る。 

・自然や身近な生活、使う者の心情などから心豊かな発想力を養い、鑑賞する。 

・用途と美しさを考えて構想を練り、制作方法を吟味し、創意工夫をして制作する。 

・作品制作だけでなく、材料や用具を正しく使用し、積極性や提出物など毎回の授業を大切にする。 

 

２ 学習の到達目標 

工芸の幅広い創造活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり工芸を愛好する心情と生活を

心豊かにするために工夫する態度を育てるとともに、感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸

ばし、工芸の伝統と文化についての理解を深める。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:工芸への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

幅広い創造活動を通

して喜びを味わい、生

活及び社会における

工芸の働きに関心を

持ち、主体的に表現や

鑑賞の創造活動に取

り組もうとする。 

感性や想像力を働か

せ、自然や素材だけで

なく、生活環境や使う

人の心情から心豊か

な発想をし、機能と美

しさなどを考え作品

の構想を練っている。 

材料の特性と用具の

使用方法を理解し、

創造活動を通して必

要な技能を身に付

け、表現方法を創意

工夫して制作してい

る。 

工芸作品の表現の工

夫や美しさを感じ取

り、生活や社会を豊

かにする工芸の働き

や工芸の伝統文化に

ついての理解を深め

ている。 

評
価
方
法 

ワークシート 

作品 

観察（取組状況） 

ワークシート 

作品 

作品 

観察（取組状況） 

レポート 

発表 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

月 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

４
・５
・６
月 

手
び
ね
り
の
カ
ッ
プ
（陶
芸
） 

・デザイン 

・成形 

・釉薬掛け 

・鑑賞 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

a:表現どのような場でどのよ

うな人が使用するかを想像し、

機能と美しさを考え創造する。 

鑑賞他の生徒の作品に関心を

持ち、造形的な美しさや作者の

意図を感じ取る。 

b:カップに求められる条件を

考え、使う人の立場に立って発

想・造形を行う。 

c:土の特性や陶芸の技法を理

解し、可塑性を生かした工夫や

装飾などを効果的に表現する。 

d:作品の意図や工夫を感じ取

り、分析する。 

作品 

ワークシート 

観察等 

７
月 

か
ご
（籐
工
芸
） 

・デザイン 

・成形 

・鑑賞 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

a:表現どのような場でどのよ

うな人が使用するかを想像し、

機能と美しさを考え創造する。 

鑑賞他の生徒の作品に関心を

持ち、造形的な美しさや作者の

意図を感じ取る。 

b:籐かごの用途や造形的特長

を考え、それに応じたデザイン

を実現する。 

c:籐という素材を理解し、編み

方や造形性を生かした表現を

する。 

d:作品の意図や工夫を感じ取

り、編組工芸全般についての理

解を深める。 

作品 

ワークシート 

観察等 

８
・９
月 

高
校
展
鑑
賞 

・美術館にて作品を鑑賞する ○ 

 

  ○ a:様々な作品に関心を持ち、作

者の意図や造形的な美しさを

理解するとともに、自分の制作

へとつなげる。 

d:素材や技法、色やかたちの美

しさと機能との調和を感じ取

り、分析するなどして理解す

る。 

レポート 



１
０
・
１
１
月 

カ
ト
ラ
リ
ー
（木
工
） 

・デザイン 

・制作 

・鑑賞 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

a: 表現どのような場でどのよ

うな人が使用するかを想像し、

機能と美しさを考え創造する。 

鑑賞他の生徒の作品に関心を

持ち、造形的な美しさや作者の

意図を感じ取る。 

b:木という素材の特性や、カト

ラリーに求められる機能や使

いやすさを考えて構想を練る。 

c:桜材の特性と制作方法を理

解し、手順や技法を吟味して創

意工夫する。 

d:作者の意図や工夫を感じ取

り、生活への働きを理解する。 

作品 

ワークシート 

観察等 

１
２
・
１
・２
月 

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
鏡
（ガ
ラ
ス
工
芸
） 

・デザイン 

・制作 

・ハンダ付け 

・鑑賞 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

a: 表現どのような場でどのよ

うな人が使用するかを想像し、

機能と美しさを考え創造する。 

鑑賞他の生徒の作品に関心を

持ち、造形的な美しさや作者の

意図を感じ取る。 

b:板ガラスの特性や条件、制作

工程を考え、全体のバランスに

気を配り構想を練る。 

c:ガラスカット・テープ・ハン

ダ付け等の工程を理解し、安全

で効果的に道具を使用して制

作する。 

d:デザインの意図や工夫を感

じ取り、色や形の組み合わせの

美しさやステンドグラスにつ

いて理解を深める。 

作品 

ワークシート 

観察等 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能     d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


